
推進会議の現状の取組みについて

【１】 FCバス研究会

【２】 FC船研究会

【３】 社会受容性の向上
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【資料1】



【１】 FCバス研究会

今年度の取組み ・FCバス等の動向、府内FCバス運行情報等の情報共有
・今後の研究会のテーマ、メンバー、運営等のあり方の検討

■FCバスの動向

モビリティ水素官民協議会の中間とりまとめ（今年7月）に関する動向（新ﾓﾃﾞﾙ市場投入、ｽﾃｰｼｮﾝ等）

国内・国外のバスメーカーの動き

近隣自治体におけるFCバス新規導入事例 など

■府内のFCバスの運行情報
実車（2台、R3年導入）運行情報等（運行距離や水素使用量等）の共有

■府域の関連施策

・万博を契機としたバス事業者の脱炭素化促進事業 ＜大阪府・大阪市共同事業＞

■今後の研究会のあり方についての検討

（背景）バスを含むFC商用車の大規模実証や市場投入、ST整備（大規模・重点化等）の動き

（検討案） ・バス以外の物流車両を含む「陸上モビリティ」に検討テーマを広げる

・供給インフラのあり方もテーマに含める

・路線バスのみならず、貸切・中長距離バスやトラックの関連事業者も参画可とする
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（参考）
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「モビリティ水素官民協議会の中間とりまとめ」における
今後の商用車の市場投入規模・価格の見通し



（参考）
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「モビリティ水素官民協議会の中間とりまとめ」における
水素ステーション整備促進の方向性等



【２】 FC船研究会

今年度の取組み

■FC船、水素・アンモニアエンジン船の動向

・万博に向けた水素FC船と船舶用ステーションの開発、万博時の旅客運航（岩谷産業）

・グリーンイノベーション基金事業「次世代船舶の開発」（2021～2030年度、350億円）の進捗

（舶用水素エンジン及びMHFSの開発、アンモニア燃料国産エンジン搭載船舶の開発）

・国内航行事例（ヤンマーパワーテクノロジー、ハイドロびんご）

■府域の関連施策

大阪府カーボンニュートラル技術開発・実証事業費補助金採択事業

（次世代PV/EC/FC/EVハイブリッド船舶）

■今後の研究会のあり方についての検討
（背景）エンジン船、水上ドローンなどモビリティの多様化

（検討案）・エンジン船を含む「水上モビリティ」に検討テーマを広げる

・供給インフラのあり方もテーマに含める

・小型船舶運航事業者のみならず、中・大型船の関連事業者（船会社、荷主等含む）も

参画可とする
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・万博に向けたFC船開発の取組み、水素エンジン船等の情報共有
・今後の研究会のテーマ、メンバー、運営等のあり方の検討



（参考）
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船舶における船種（出力×航続時間）毎に想定されるパワートレイン

→エンジン船はFC船より大出力、ただし優位性未確定の領域も多い

出典）ヤンマーパワーテクノロジーズ



（参考）
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グリーンイノベーション基金事業「次世代船舶の開発」社会実装スケジュール

→今後、実証または先行導入事例が蓄積されるフェーズ

出典）グリーンイノベーション基金事業
「次世代船舶の開発」プロジェクトに関する
研究開発・社会実装計画



【3】 社会受容性の向上

・基礎自治体であることを活かし、小中学校や地域イベントにおける機会を捉え、CNに向けた水素の活用や可能性をアピール
する。
・公用車として導入したFCVを様々な場面で活用し、給電の体験等を通じて水素エネルギー活用を身近に感じてもらう。
・実証を通じて新たな水素利活用を目指す。

目 的

概 要
イベントチラシ

連携協定によるFCVから本部への給電デモ・パネル展示

8

ごみ減量フェスティバル
ブース出展及びFCVから本部の電源へ給電を行いました。
◆ 実 施 日 令和５年10月7日（土）
◆ 場 所 大阪城公園 太陽の広場
◆ イベント来場者数 10,020人
◆ 実施内容 ・給電:本部音響設備、家電

・パネル展示 等

非常時の電源として、1500w（コンセント1つ分）でどれだけの家電に給電で
きるかのクイズを通じ、H2エネルギーを知ってもらう。

水素啓発ブース



【3】 社会受容性の向上
概 要

鶴見区民祭り
◆ 実 施 日 令和５年10月1日（日）
◆ 場 所 花博記念公園鶴見緑地内
◆ 実施内容 ・給電デモ：水道局みずいろスイッチ

環境学習事業を通じた普及啓発
◆ 場 所 花博記念公園鶴見緑地内
◆ 実 施 日 令和５年５月27日（土）

6月24日（土）、7月15日（土）
8月12日（土）、9月16日（土）

◆ 実施内容 ・給電デモ
・パネル展示 ほか
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小中学校副読本「おおさか環境科」

大阪市では環境
教育の充実に向けた
副読本「おおさか環
境科」を市内の小中
学校に配布しており、
小学校高学年及び
中学生用に水素や
燃料電池について掲
載し学びの機会につ
なげています。



概 要
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All Energy Australia
大阪市・メルボルン市姉妹都市提携45周年を記念
した大阪市代表団のメルボルン市訪問にかかり、大阪
市長がオーストラリア最大級の環境見本市の出展者・
来場者を対象にしたプロモーションセミナーにて、脱炭
素に向けた取組みの一つとして水素エネルギーの活用
やH2Osakaビジョン推進会議の取組みについて紹介。
◆ 実 施 日 令和５年10月25日（水）

13:40～15:00（現地時間）
◆ 場 所 Melbourne Convention and 

Exhibition Centre

また、この機会を通じてビクトリア州政府と意見交換も行いました。

ブラジル水素デリゲーション
ブラジル全国工業職業訓練機関（ＳＥＮＡＩ）による水素関連施設視察及び自治体の意
見交換のために来日したブラジル企業に大阪市における水素の取組みを紹介
◆ 実 施 日 令和５年９月22日（金）15:30～17:00
◆ 主 催 JICA関西
◆ 場 所 大阪産業創造館

【3】 社会受容性の向上



【3】 社会受容性の向上
概 要

2020～2023年度に環境省「地域共創・セクター横断型カーボンニュートラル技術開発・実
証事業」として舞洲で実施している実証事業を見学いただくことで新たな水素の活用をPR

熱分解ガス化改質炉

（普通ごみ）

実証プラント

ごみを高温で酸素
のない状態で攪拌
し、蒸し焼きにするこ
とで、ごみの中の可
燃物を可燃ガスに
変換するシステム
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令和5年度に終了予定



【3】 社会受容性の向上

概 要

• 再エネ電源を活用して製造した水素と、未利用バ
イオマス資源（生ごみ）のメタン発酵により製造し
たバイオガスを用いてメタネーションを行う。

• 製造したカーボンニュートラルなメタンは、従来の都
市ガス消費機器で利用する。

提供：大阪ガス（株）
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2022～2025年度に環境省「既存のインフラを活用した水素供給低コスト化に向けたモデ
ル構築実証事業」により新たな水素活用技術をPR

合成メタン

都市ガス消費機器
での利用

⚫給湯器
⚫ガス厨房
⚫コージェネ 等

メタネーション

⚫触媒によるメタネーション
⚫微生物によるメタネーション

CH4 60%
CO2 40%

生ごみ メタン発酵

H2再エネ 水電解

CO2

令和5年度 プラント完成
令和6年度 万博会場内へ移設



【３】 社会受容性の向上

目 的

エネルギー関連施策の推進に係る連携協定を締結

概 要

堺市は、ゼロエミッション車（ZEV）を中心とした電動車の普及や水素エネルギーの利活用に向けた取組を進め、

カーボンニュートラルの実現をめざした環境先進都市の構築を図るため、在堺トヨタ各社と、エネルギー関連施策の

推進に係る連携協定を締結しました。

【 連携協定に基づく取組事項 】

◆ ZEVを中心とした電動車の普及に関する事項

◆ 水素エネルギーの利活用に関する事項

◆ その他本協定の目的に沿う事項

【 連携協定締結式 】

◆ 実施日程 2022年1月7日（金）

◆ 出 席 者 在堺トヨタ6社 代表

堺市長

締結式の様子

【 協定に基づく取組 】
FCV活用モデル創出プロジェクト

連係協定イベント

官民一体でFCVの移動電源車
としての新たな価値創出を図る 16



【３】 社会受容性の向上 オートテストイベントでのFCV啓発(年度内実施予定)

目 的

トヨタカローラ南海㈱主催、JAF共催の「自動車の運転の正確さ」を競うオートテストイベントにおいて、堺市担当

者とトヨタ担当者が水素関連取組やFCVの特徴などを紹介することで水素エネルギー利活用及びFCV導入促進の

機運醸成を図る。

概 要

◆イベント名：マイカーで参加できるモータースポーツ

トヨタ南海Presents オートテスト
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日時：

場所：

内容：

2024年1月～3月の休日いずれか1日

災害対策センター 駐車場 （予定）

①オートテスト

②水素関連取組紹介、FCV展示 など

イメージ



【３】 社会受容性の向上

目 的

FCV導入への補助金を実施

環境性能に特に優れた自動車（ゼロエミッション車）を導入した場合及び電気自動車等の充電設備を導入した

場合において、導入に要した費用の一部を補助することにより、温室効果ガス排出量を削減することを目的とする。

概 要

◆補助金名：堺市電気自動車等導入支援事業補助金
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【補助対象者】

堺市内の市民および事業者

（令和5年度より事業者も補助対象に拡大！）

【補助金額】

FCV：一律20万円

※国補助金 145万円も併用可能

※その他EV,V2Hなども補助対象としています。

【申請期間】

2024年2月15日まで

※予算がなくなり次第終了



【３】 社会受容性の向上 中小企業のための水素活用セミナー実施

概 要

◆セミナータイトル：カーボンニュートラル実現のために

中小企業のための水素活用セミナー

～来るべき水素社会に備えて～
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主催：堺商工会議所

日時：2023年7月26日(水)

場所：堺商工会議所 2階 大会議室

内容：

【第 １ 部】「水素事業、水素の利活用の全体イメージについて」

講師 岩谷産業㈱ 各ご担当者

・水素社会/イワタニの水素紹介

・低脱炭素ソリューション

・ハイドロカット

・水素混焼バーナー

・水素切断機

【第 ２ 部】「水素活用のための中小企業への支援策について」

講師 近畿経済産業局 資源エネルギー環境部

カーボンニュートラル推進室 室長補佐 藤田 力 氏


